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１０月８日(土)に学芸会を行いました。前号の学校だよりで学芸会の目的について触れさせて

いただきましたが、子どもたちの発表から、仲間を思いやる心や子どもたちの創意工夫、そし

てやり遂げた成就感などをご覧いただけたことと思います。 

今年度も会場の人数制限を設けての開催でしたが、保護者の皆様を会場にお招きすることがで

き、子どもたちの発表前の緊張感と発表後の満足感はひとしおだったようです。来場くださった

保護者の皆様にはスムーズな入退場にご協力いただきました。ありがとうございました。 

 

～１１月は「親子読書強調月間」～ 

１０月２７日(木)～１１月９日(水)の２週間は「全国秋の読書週間」です。 

1947 年（昭和 22）年、まだ戦火の傷痕が至るところに残っているなかで 

「読書の力によって、平和な文化国家を作ろう」という決意のもと、出版社 

や書店と公共図書館、新聞・放送のマスコミ機関等も加わり、「読書週間」 

が開催されました。このことがきっかけとなり、「全国秋の読書週間」がその後も続いています。

電子メディアの発達によって、世界の情報伝達の流れは、大きく変容しようとしている昨今。し

かし、その使い手が人間であるかぎり、人間性を育て、かたちづくるのに「本」が重要な役割を

果たすことは変わりありません。 

また、苫小牧市では１１月を「親子読書強調月間」としています。親子読書は、家庭や図書館

等で親子がともに本を読み、感想を話したり、お勧めの本を伝えたりする中で、親子のコミュニ

ケーションを広げ、子どもたちの心の成長を促すことを目的として実施しています。 

苫小牧市立中央図書館でも、親子読書強調月間の取組を実施しています。読書の秋です。図書

館に親子で足を運んではいかがでしょうか。 

 忙しくて本を開く時間がなかなかとれないという方も 

いらっしゃると思いますが、子どもの読書習慣の定着の 

手助けをお願いするとともに、保護者の皆様も読書の 

秋を楽しんでみてはいかがでしょうか。 

 


